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ＪＲ東海労新幹線地本は本日、新幹線鉄事に下記の「ＪＲ東海労

東京第二運輸所分会書記長 斉藤厚志さんの「減給」処分に対する 
団体交渉開催の申し入れ」を行いました。 

この申し入れは、２月３日に「酒くさい」として乗務を降ろされ、
さらに１６日には、「酒気を帯びて業務に就いた」として「酒気帯
び」をでっち上げられ、「減給１/２」の不当で異常な懲戒処分が
出されたことに対するものです。 

この間、新幹線地本は、不当処分に対して抗議し解明をもとめ、
撤回するよう申入れてきましたが、誠意ある回答が示されませんで
した。あらためて撤回を求めるものです。 
 
 

                        ＪＲ東海労幹地申第４０号 
                          ２０１１年６月１３日 

東海旅客鉄道株式会社 
新幹線鉄道事業本部 
本部長 吉川 直利 殿 

                      ＪＲ東海労働組合新幹線地方本部 
                     執行委員長  成 田 隆 浩 

 
ＪＲ東海労東京第二運輸所分会書記長・斉藤厚志さんの「減給」処分に対する 
団体交渉開催の申し入れ 

 
２０１１年２月１６日ＪＲ東海労東京第二運輸所分会書記長・斉藤厚志組合員に 

対して会社は、「減給」処分を発令した。理由は「２月３日酒気を帯びて業務に就 
いたことは、社員として著しく不都合な行為である」というものである。しかし、 
「酒気帯び」など一切存在しないし、会社は「複数の管理者で確認した」という 
のみで具体的な「酒気帯び」と認定した管理者の氏名すら明らかにしていないの 
である。さらに、呼気中アルコール濃度０．０７１ｍｇ/L で「酒気帯び」とはい 
えないことはもとより、会社の基準である乗務（操縦）不可の基準に照らしても 
不当な「減給」処分というしかない。 

この間、労使の協議の場を求めても会社は何ら応じていない。そもそもこの事 
案は、特定の組合員に対する懲戒処分に関する事項であり、労働協約第２５０条 
（５）のその他労働条件の改訂に関する事項に該当する。 
よって、直ちに団体交渉の場を設定し、早急に協議することを求めるものである。 
 

記 
 

１． 直ちに団体交渉を開催して協議すること。 
以 上 

 


